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令和元年９月橋本市議会定例会会議録（第４号）その４ 

令和元年９月11日（水） 

                                           

（午前11時５分 再開） 

○議長（土井裕美子君）休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番16、10番 髙本さん。 

〔10番（髙本勝次君）登壇〕 

○10番（髙本勝次君）最後になりました。12

時に終わると５分足りませんが、とりあえず、

通告に従いまして一般質問を行います。 

 三点ありまして、一点は、太陽光発電施設

設置予定地についてお聞きします。 

 内容は、下兵庫の太陽光発電施設設置計画

の進捗状況を、当局として現状をどこまで把

握され、今後の対応をお聞きしたいと思いま

す。 

 二点目、国保特定健診聴力検査、そして、

認知症とも関連しますが加齢性難聴者の補聴

器購入補助制度、磁気ループのことなんです

がヒアリングループ設置の提案について申し

上げます。 

 難聴が認知症の危険因子の一つであること

は、2017年に開かれた国際アルツハイマー病

会議での発表や厚生労働省のオレンジプラン

でも指摘されています。 

 団塊の世代が後期高齢者となる2025年、認

知症の人は予備軍を合わせて1,400万人にな

ると言われています。補聴器が必要な難聴者

も今後10年間で1,600万人になるとも言われ

ています。 

 難聴になると、周囲からの情報量が絶対的

に減少します。その結果、会話がうまく成立

しないという経験を繰り返し、周囲とのかか

わりを避けるようになり、コミュニケーショ

ン、交流の機会が減少することにもつながっ

てきます。そのことが精神的健康にも影響を

与え、認知機能の低下や鬱傾向を引き起こす

ことにもつながることが指摘されています。 

 以下、発言事項について質問いたします。 

 一点目に、聴力に関しての検診の重要性に

ついて伺います。 

 加齢性難聴はゆっくりと進行していくため、

本人自身が自覚しにくく、気がつくのが遅れ

がちになります。適切な時期に適切な補聴器

使用につなげることは最も早期発見に必要で

す。そのためには、聴力検査が重要でありま

す。国保特定健診の項目に、65歳以上の方を

対象に聴力検査を入れることを提案します。 

 二つ目に、本市の日常生活用具給付等事業

実施要綱で、難聴者への補聴器購入補助制度

がありますか。あるのであれば、対象となる

条件はどのようなものですか。 

 三つ目に、加齢性難聴とは主に加齢によっ

て起こる難聴です。本市においても加齢性難

聴者はますます増え続けると思います。補聴

器は片耳のみでも約20万円いたします。所得

の少ない加齢性難聴者に補聴器購入の補助制

度の実施を提案いたしますが、いかがですか。 

 四つ目に、ヒアリングループ、磁気ループ

ですが、このヒアリングループについてお聞

きします。 

 ヒアリングループは、ループの装置がある

ことにより、会議等で難聴者が音声を聴き取

りやすくするものです。福祉課に１台あるよ

うですが、市民会館、教育文化会館、アザレ

ア、公民館等、大きな公共施設にはぜひ設置

していただきたい。移動式のものは価格も高

いものではありませんので、よろしくお願い

します。その点、お聞きしたいと思います。 

 三つ目の大きな項目です。橋本市の自治と

協働をはぐくむ条例と水道料金問題の市政運
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営について、市当局の見解を伺います。 

 本年４月１日より施行されました橋本市の

自治と協働をはぐくむ条例は、前文で、「市民

と市がそれぞれの役割を自覚し、また、市民

がお互いに個性を認め合い人間の尊厳を認識

し、誇りを持って一人ひとりが彩り豊かに平

和な生活を送れるような自治のまちを創りま

す」とあります。 

 条例から見ても、水道料金問題の市政運営

について、市当局の見解を伺いたいと思いま

す。 

 まず、一点目に、条例では、市長の役割と

して、第７条第３項で「市長等は、市政運営

に関する情報について、速やかに、かつ、分

かりやすく市民に提供することにより、市民

との情報の共有に努めます」とあります。 

 では、今回の水道料金問題での対応で、市

当局はこの条文どおりされたと認識されてい

るのかお聞きします。 

 二つ目に、市当局の水道料金問題説明会が

各地域で市民の参加により開催されました。

この説明会は、橋本市の自治と協働をはぐく

む条例でいえば、一体どの条文を踏まえたも

のになるかお聞きしたいと思います。 

 壇上からの質問は以上でございます。どう

ぞご回答をよろしくお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）髙本さん、時間どお

りちゃんと進めていただいて結構でございま

すので、お気遣いなく。持ち時間たっぷり使

ってくださいませ。 

 10番 髙本さんの質問項目１、太陽光発電

施設設置予定地に対する答弁を求めます。 

 水道環境部長。 

〔水道環境部長（宮田典和君）登壇〕 

○水道環境部長（宮田典和君）太陽光発電施

設設置予定地についてお答えします。 

 議員おただしの下兵庫の太陽光発電施設設

置計画は、隅田地区京奈和側道の南側に合計

出力1,000㎾の規模で計画されています。 

 当該施設は本市内においてＦＩＴ法の認定

を受けたメガソーラー７施設のうちの一つで、

和歌山県太陽光発電事業の実施に関する条例

が適用される案件です。 

 令和元年７月５日付で伊都振興局健康福祉

部長より橋本市長宛てに、太陽光発電事業計

画の案の作成に係る協議申出書として意見照

会があり、総合政策部、建設部、経済推進部、

水道環境部、教育委員会、消防本部等、本市

の所管する各法令に規定される手続き等に留

意し、事業実施に際しては周辺住民の健康及

び生活環境の保全に十分配慮するよう、同８

月13日付で本市の意見を提出したところです。 

 その後の進捗については、先日、和歌山県

に確認したところ、現在は関係機関から提出

された意見を集約中であるとのことでした。 

 今後についても、和歌山県と連携し、適切

な対応をしてまいりたいと考えておりますの

で、ご理解のほどお願いします。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん、再

質問ありますか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）一点お聞きします。 

 今後、和歌山県と連携しながら、現在の事

前協議が終了した時点と本申請が提出された

時点のその情報を、地元住民に報告していた

だけるかどうかお聞きしたいと思います。 

 それと、地元説明会の開催についても確認

していただけるようにお願いして、情報提供

していきたいと思います。 

 それと、県条例が適用されるとはいえ、周

辺住民の健康及び生活環境の保全に、和歌山

県とも連携して、住民の不安や疑問が解消さ

れるよう、市当局も全力で対応していただき

たいと思いますが、以上の件をお聞きしたい

と思います。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 
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○水道環境部長（宮田典和君）議員おっしゃ

られるとおり、私どもも、今回の案件は県条

例でございます。50㎾未満は市条例もござい

ます。この趣旨といたしましては、ＦＩＴ法

に基づくソーラーパネルの設置を否定するも

のではなく、設置するにあたり、当然、周辺

環境、住民、全てのものに配慮して適正な施

策としてのソーラー発電を期待するもの、そ

ういうふうに理解しております。 

 今回の件にありましても、たまたま50㎾を

超えて県の条例に該当するものではあります

けども、当然、市にも意見照会が来ておりま

す。今後の経過もありますし、地元での説明

会も実施されるようになっております。これ

につきましては、情報として出せるものは、

当然、事業者にも確認しながら地元の方にも

提案させていただきますし、本市といたしま

してもきっちり、周辺環境及び市民に与える

影響を勘案して、指導するところはきっちり

指導していきたいと、こういうふうに考えて

おります。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）今、答弁いただいたよ

うに、ぜひ、地元の皆さんがすごく不安を持

っておりますので、県からいただいたという

か、積極的にどんな状況かということも進ん

で聞いていただいて、流せるところは情報を

お伝えしていただければと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 一つ目の項目は終わります。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目２、

国保特定健診聴力検査・加齢性難聴者の補聴

器購入補助制度・ヒアリングループ設置に対

する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（吉田健司君）登壇〕 

○健康福祉部長（吉田健司君）国保特定健診

聴力検査・加齢性難聴者の補聴器購入補助制

度・ヒアリングループ設置の提案についてお

答えします。 

 全国的に少子高齢化が進む中、本市におい

ても人口が減少する一方で高齢化が進み、令

和元年７月31日現在の65歳以上の高齢者数は

１万9,976人で、高齢化率は31.94％となり、

2035年には40％を超えることが予想されてい

ます。 

 こうした中、難聴は高齢者に最もよく見ら

れる症状の一つであり、70歳を超えると約半

数の方が難聴になると言われていることから、

加齢による聴力の低下は誰にでも起こり得る

ものと考えています。 

 また、加齢性難聴は本人が自覚していない

ことが多く、聞き間違いや周囲とのコミュニ

ケーションに不自由さが生じることから、本

人よりも家族など周囲の方が先に気づく場合

が多いと言われています。 

 難聴が高齢者に与える負の影響として、認

知機能の低下、社会的孤立、抑鬱などが報告

されていることから、超高齢化社会における

問題の一つであると考えています。 

 高齢者が安心して活動的で豊かな生活を送

るためには補聴器の早期使用が有効であり、

できるだけ早期に専門の医療機関に赴き、医

師に相談していただく必要があります。 

 まず、一点目の、国保特定健診の項目に65

歳以上の方を対象に聴力検査を入れることに

ついてですが、特定健診はいわゆるメタボリ

ックシンドロームに着目し、生活習慣病の発

症や重症化予防を目的としている健診で、国

で定められた検査項目により実施しているた

め、聴力検査は含まれていません。 

 聴力検査を実施する場合、がん検診などの

ように市単独の取り組みとなり、検査費用に

対する市の財政負担や医療機関における検査

機器の整備など多くの課題があると考えてい

ますので、現在のところ、聴力検査の導入は
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考えていません。 

 次に、二点目の、日常生活用具給付等事業

実施要綱での難聴者への補聴器購入補助制度

についてですが、対象者は身体障害者手帳の

交付を受けた者となっています。 

 議員おただしの補聴器については、障害者

総合支援法に基づき、補装具費の支給として

聴覚障がいを原因とする身体障がい者に対し

交付していますが、手帳の所持に至らない難

聴者に対する購入補助制度はありません。 

 次に、三点目の、所得の少ない加齢性難聴

者に対する補聴器購入の補助制度の実施につ

いてですが、議員ご指摘のとおり、加齢性難

聴になると、認知機能の低下、鬱傾向を引き

起こすと言われていることから、加齢性難聴

の特性や補聴器の有効的な使用方法や使用実

態について耳鼻科の専門医からお話を聞き、

介護予防支援策につなげられないか検討した

いと思います。 

 しかし、厳しい財政状況のもと、市単独で

の補助制度の創設は困難な状況にあることか

ら、国や県に対し要望してまいりたいと考え

ています。 

 最後に、四点目のヒアリングループについ

てお答えします。 

 おただしのとおり、ヒアリングループは難

聴者が音声を聞き取りやすくなるものですが、

対応している補聴器または専用受信機が必要

であること、対応していても補聴器の切り替

えが必要であること、ループアンテナの磁気

が届く範囲内にいる必要があること、マイク

等を通じた音声でないと聞き取りがたいこと、

残存聴力のない方や高度の感音難聴の方には

効果がないこと等の弱点があります。 

 しかし、ヒアリングループを利用すること

によるメリットは大きく、会議等で難聴者が

補聴器を用い音声を聞き取りやすくなること

は事実で、コミュニケーション、交流の機会

を増し、社会参加につながることが期待され

ています。 

 そのため、保健福祉センターの多目的ホー

ルでは建設時にループアンテナを床下に埋設

し、必要なときにいつでも利用できるように

しています。また、もう一台、携帯式ヒアリ

ングループも用意し、難聴者が利用しやすい

環境を整えています。 

 議員おただしの、市民会館、教育文化会館、

アザレア、公民館等、大きな公共施設への携

帯式ヒアリングループの導入については、難

聴者の社会参加推進に有効な手段と思われま

すので、各施設に対してヒアリングループの

有効性を周知するとともに、貸し出しの依頼

があれば対応したいと考えています。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん、再

質問ありますか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）そうしたら、一点目に

お聞きします。今回のこの質問は４項目です

が、質問一つ目から三つ目までまとめてお聞

きしたいと思います。 

 まず、はじめに、この質問のテーマは、障

がい者団体の要望も聞きながら、私も補聴器

を使用していますので、痛切に思うことから

質問しています。ぜひ積極的なご答弁をお願

いしたいと思います。 

 加齢性難聴度が進行することによって、そ

の後、要介護状態の方が増え続け、介護費用

も増え続けることにつながります。やっぱり

早期発見が重要だと思いますが、この点はど

のようにお考えですか、お聞きしたいと思い

ます。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）答弁でもさせ

ていただいたように、加齢性難聴が引き起こ

すいろいろな要介護状態とかその辺について

は関連性があり、早期の発見が必要だと考え
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ております。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）早期発見につながるよ

うな手だてとかをいろいろお考えいただいて

進めていただきたいと思います。 

 そうしたら、次にお聞きしたいと思います。 

 国保の特定健診時に聴力検査を実施してい

る自治体が既にあります。例えば、埼玉県で

は人口７万人の鶴ヶ島市、それに、同じ県の

坂戸市、青森県では八戸市、今言いました三

つの市は無料で実施しています。滋賀県高島

市では市民病院で400円の自己負担で検査し

ています。 

 さらに、人口４万9,000人の北海道登別市で

は1,000円ドックというのがあるんです。これ

は特定健診の中にプラス眼底検査や聴力検査

を含めているんです。それを1,000円払えばそ

ういったものを含めて検査してくれるという

ものでございます。そんなことを登別市では

やっております。 

 それぞれ自治体で加齢性難聴者の早期発見

に取り組んでいるところです。本市でも実施

の方向で検討していただきたいと思います。 

 紹介しました登別市では、簡易の検査機で、

医師が測定しているわけではありません。本

市でも保健福祉センターに１台設置して、希

望者だけでも聴力検査をしてあげることは可

能ではないかと思います。値段は私は問い合

わせてもわからなかったんすが、私は近畿大

学病院で半年１回検査に行っているんですが、

それは精密な大きな機械です。簡易な聴力検

査というのはそんなに大きなものではないも

のであるらしいです。希望者だけでも何とか

それを使って聴力検査をしてあげるのは可能

だと私は思いますんですが、ちょっとこれも

調査、検討していただけたらと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）今回ご質問が

ありましたので、担当課ともいろいろ協議を

させていただきました。 

 今のところ非常に難しい状況です。有料で

実施している自治体も、今、議員おただしの

関係でありましたけども、例えば、委託先の

健康センターが聴力検査を追加項目として対

応できるかどうか、検査当日の聴力検査希望

者の案内係に係る新たな人員配置の問題、そ

れから、追加項目に係る自己負担金の徴収員

の問題、聴力検査が可能な別室の確保の問題、

検査結果通知の様式変更、通知方法、さまざ

まな問題が、今回の質問で検討させていただ

いたんですけども、出てきました。 

 各医療機関に聴力検査がない場合、新たに

導入する必要があること、それから、センタ

ーに限ってやるのも考えたんですけども、ほ

かの場所との差別化というか、平等性がちょ

っと失われるんじゃないかなという問題もあ

りました。 

 以上のことで、今のところ、特定健診に聴

力検査を導入することは非常に難しいと考え

ております。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）現状ではそういう状況

はわかりますが、今後また検討していただい

て、何とかそういう、できないものかを考え

ていただくように、ぜひとも考えていただき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 ここで少し、私から意見というか要望を申

し上げたいと思います。お聞きいただきたい

んですが、国の補助制度はあります。聴力障

害６級以上で身体障害者手帳が交付された方

で、両耳の聴力レベルが70デシベル以上の方、

もしくは、片耳の聴力レベルが90でデシベル

以上であってももう一方の聴力レベルが50デ

シベル以上ということに限定されているんで
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すが、なかなかこれ対象になる方は本当に少

ないです。 

 両耳で70デシベルというのは、例えていい

ますと、セミの鳴き声を２ｍ離れたところで

聞く程度の大きさらしいです。相当大きな音

です。重度、高度の難聴といえます。ところ

が、国連の世界保健機構、ＷＨＯでは中程度

の難聴、41デシベルと決めておりますが、そ

ういった人たちには補聴器の使用を推奨して

います。そんなことで、かなりの重度の方が

補聴器をつけるということでなくて、早目に

補聴器を利用することが大事であるというこ

とは、国連の世界保健機構でも指摘しており

ます。 

 片耳で20万円以上かかるということで、高

額になることが原因で、なかなか多くの方は

つけておられません。私は新聞の広告なんか

で見るんですが、５万円とか６万円というの

を、補聴器の広告、１面、大きな記事で載っ

ていますけど、雑音が入って、私、今、実は

補聴器をつけているんですが、これは雑音を

省いて会話だけが聞こえる補聴器なんです。

すると、やっぱり20万円ぐらい出さなかった

ら、そういう補聴器はありません。 

 そんなことで、そういった値段しますので、

なかなか低所得の方々、生活保護を受けてお

られる方がもう諦めてしまって、耳が聞こえ

ないまま毎日を過ごしているような状況です。

大変な問題だと私は思います。 

 高齢になっても住みなれた地域で安心して

暮らしていけるように、補聴器購入の補助制

度はすごく待たれています。ぜひともお願い

したいことなんですが、認知症や鬱になる方

が少なくなることにつながってきますし、介

護財政の支出を減少させることにもつながり

ます。 

 加齢性難聴の対応について、介護予防支援

策につなげられないかという答弁がありまし

たので、ぜひとも加齢性難聴を介護予防で支

援できるような方向で進めていただけたらと

思いますので、検討されるとおっしゃってい

ますので、何とかそのご報告もいただけたら

と思いますので、ぜひよろしくお願いいたし

ます。 

 そしてまた、国に補聴器購入費用の助成を

求める意見書採択が、全国で超党派で今進ん

でいます。兵庫県議会、石川県議会、長野県

議会、高知県議会をはじめ、全国で35議会で

意見書が採択されています。 

 ご答弁でもありましたように、国や県に対

して助成制度を要望していきたいとおっしゃ

ってくれていますので、どうぞその方向で進

めていただいて、私どもも一緒に取り組んで

いきますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 次に、四点目の質問にはなるんですが、ご

答弁で、各施設に対してヒアリングループの

有効性を周知するとともに、貸し出しの依頼

があれば対応したいと考えていますという答

弁をいただきました。 

 ヒアリングループを大きな公共施設に設置

することは、加齢性難聴者に対してできる最

低限のことだと私は思います。１台６万円か

ら７万円という、高額なものではございませ

ん。価格はそんな高いものではありませんの

で、ぜひとも、申し上げた大きな公共施設に

は設置していただきたいと思いますので、そ

の点、お伺いしたいと思うんですが、いかが

でしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）答弁でもあり

ましたように、携帯用のヒアリングループを

福祉課に１台置いてあります。これ当初購入

した物で、結構、30万円ぐらいしたんですけ

れども、今調べましたら、大体６万円ぐらい

で結構優秀な機械があるようです。 
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 ただ、貸し出しの頻度なんですけども、ほ

とんどが保健福祉センターでの貸し出し。貸

し出し先は社会福祉協議会が事務局を持って

います身体障害者連盟の方への貸し出しが年

30回ぐらい程度ですか。全体で貸し出しが40

回程度ということで、非常に少ないです。ア

ザレアとか公民館とか市民会館とか教育文化

会館とかへの貸し出しはほとんどありません。

数回程度であります。 

 ですので、答弁にもありましたように、ま

ずは、このヒアリングループというのは非常

に有効とは私も考えていますので、各施設に

対して、こういう便利なものというか、こう

いうふうなヒアリングループがありますよと

いうような周知をとりあえずやってみたいと

思います。その中で使用頻度が増えてきた場

合については、貸し出し用のヒアリングルー

プを１台予算要求するとか、その方向では考

えていきたいと思っているんですけども、今

も言いましたように、非常に使用頻度が低い

ので、周知をまずやっていきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）現状やっぱり、難聴者

はなかなか外へ出にくいと。いろんな人が集

まる大きな催しにもなかなか行きにくいとい

うことで、要望があればじゃなくて、いつで

もやっぱり貸し出しできるように、６万円ぐ

らいだったら、それぞれの施設に１個置ける

と思いますので、わざわざアザレアの行事を

するときに、福祉課にお願いして持ってきて

くださいと、それこそ手間のかかる大層な問

題だと思いますので、使用頻度、今現在ある

一つの貸し出し状況じゃなくて、ぜひともそ

れぞれの施設にいつでも使えるような状況に

してあげるのが最適なサービスだと思うんで

す。高額なものではありませんので、それぞ

れの公共施設から要望があれば予算化してい

ただけるようにできるのでしょうか。お願い

します。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）各施設に周知

させていただいて、必要であるということで

したら、高額であっても購入はしていきたい

とは考えています。６万円ということで、今、

非常に安くなっていますけども、安いからと

いって各施設に置く必要は今のところないと

考えております。まずは周知させていただい

て、各施設に周知しましたら使用頻度がどの

ぐらい増えるかというのも考えていきたいと

思っております。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）公民館からの希望があ

れば購入していただけるように、ぜひその配

慮をお願いしたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 これでこの項目を終わります。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目３、

橋本市の自治と協働をはぐくむ条例と水道料

金問題の市政運営に対する答弁を求めます。 

 水道環境部長。 

〔水道環境部長（宮田典和君）登壇〕 

○水道環境部長（宮田典和君）橋本市の自治

と協働をはぐくむ条例と水道料金問題の市政

運営についてお答えします。 

 まず、一点目の、はぐくむ条例の条文どお

りされたと認識しているかとのおただしです

が、今回の水道料金改定における市の取り組

みは、はぐくむ条例の条文の規定に沿うもの

と認識しています。 

 今回の料金改定に関する市民への情報提供

については、はぐくむ条例の施行前から取り

組んできました。水道では、公募により市民

参加を求めた水道事業審議会の開催や、使用

者の皆さまに情報提供するために水道メータ
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ー検針時に各戸にチラシの配布を４回行って

きました。また、広報はしもとにおいても審

議会の答申内容などを載せ、市民周知を図っ

てきました。 

 そして、上下水道事業の現状と課題につい

ての説明会を市内９箇所で開催し、市民の

方々に直接、事業の状況について説明させて

いただきました。その際に、市民の方々から

いただいたご質問やご意見に直接お答えする

ことで、一層の情報共有に努めることができ

たと考えています。 

 次に、二点目の、説明会ははぐくむ条例で

いえば、どの条文を踏まえたものかというお

ただしですが、今回の説明会は水道問題の説

明会ではなく、上下水道事業の現状と課題に

ついて市民の方々に直接説明させていただく

ために開催しました。 

 この説明会は条例により開催したものでは

なく、６月議会における水道事業及び下水道

事業の条例改正に係る議案について、審議の

中で、市民への説明をもっとするべきという

意見を受けて開催したものです。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん、再

質問ありますか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）それでは、はじめにお

聞きいたします。 

 橋本市の自治と協働をはぐくむ条例という

のは一体どういう目的で施行されたのか、ま

ずはじめにお聞きしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）答弁を求めます。 

 政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）はぐくむ条例

についてですけども、条例の前文にございま

すように、市民が自分の地域の暮らしを一人

ひとりがともにつながって支え合いながら、

地域全体で安心して生活できるまちをめざす

ということで、前文にあるように、そういう

まちをめざしてというところでつくっており

ます。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）言い方はいろいろある

と思うんですが、結局、要するに、行政と市

民との協働をはぐくむ条例というのが趣旨だ

ったと思うんです。橋本市の自治と協働をは

ぐくむ条例は、本市の行政において、市と市

民が協働をはぐくむための指針となるものだ

と思います。 

 今回の水道料金問題でいえば、広報はしも

とと、当局から４回にわたって配られたチラ

シの配布、一方通行の情報伝達で、９回開催

された市民説明会もほとんど値上げに対する

反対や疑問の声が圧倒的でありました。そし

て、説明会は夜７時開催で各地区１箇所のみ、

限られた市民しか参加できない、そんな条件

でありました。条例の趣旨からしても、ちょ

っとおかしいのではないかと思います。 

 条例では、市政運営に関する情報について、

速やかに、かつわかりやすく市民に提供する

ことにより、市民との情報の共有に努めます

とあります。市当局と市民の意見が、さっき

言いましたように、大幅に食い違っているよ

うな内容だったと思います。答弁でありまし

た、一層の情報共有に努めることができたと

おっしゃいましたが、そうではないのではと

私は思います。市民の声を率直に受けとめて

いただきたいと私は思います。 

 水道料金問題の市政運営が条例の趣旨に沿

っていないように私は思いますが、その点、

その角度から見ていかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）議員のおただ

しでございます。 

 まず、今回の説明につきましては、議会か

らのご提案、支援もありまして、積極的に市

民に説明に行かせていただいた。市内９箇所
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の選定ですけども、本当に各地域限定の参加

ではなくて、皆さまに参加していただきたい

ということで、広報に掲載して間もなく、時

間がございませんでした。地域の区長理事会

にお願いいたしまして、説明会の開催の案内

を回覧という形で無理をお願いいたしました。 

 ９箇所の開催につきましても、各地域ごと

に、今、地域担当職員が出向いて、行政と地

域との連携を、仲を取り持って円滑に市政を

運営するように努めていただいておりますけ

ども、その中でも説明させていただいた結果、

地域の区長さん方のご希望による会場選定を

いたしました。バランスにつきましても、基

本的には公民館単位でしてくれと。 

 ただし、北部のほうは人口が多いので３箇

所に分けて、学校等も使わせていただきまし

た。高野口につきましては、地区が分かれる

んですけども、参加される人数が多いであろ

うという形で、アザレアの大ホールを使わせ

ていただいた経過がございます。 

 そういう形で、開催するにあたって、場所

を限定ではなくて、どこに来ていただいても

いいですよという形で広く呼びかけをさせて

いただいたところ、300名弱という参加者でご

ざいました。これが少ないという意見もあろ

うかと思います。 

 ただし、その中でアンケートもとらせてい

ただきましたら、一方的に反対ではなくて、

施設の更新はやむなしと、そのための費用も

かかるのは理解できるという方がほぼ半数お

りました。これは本当に、説明した結果、ご

理解いただいたものかなとも思うし、その分

だけ、もっと積極的に説明していくべきであ

ったとも反省もしております。 

 ただ、結果として、さきの壇上での答弁も

ありましたように、本当に市民の方々のお叱

りも受けながら、あと、背中も押していただ

いたり、それと、もっともっとお伝えすべき

ことがあったのを、その場を使って説明でき

たという自負もございます。 

 そういう意味では、はぐくむ条例という趣

旨もあろうかと思いますけども、市政を運営

する当局といたしまして、積極的な情報提供、

開示させていただいたものと。結果としては

本当に、市民の皆さまに説明することができ

て、いい機会をいただいたと思っております。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）説明会を除けば、４回

にわたる検針時にお配りされたチラシの、い

ろいろ報告されたわけなんですが、本当に何

というんですか、直接、市民の生の声を聞く

という状況というか、そういうやり方じゃな

かったように私は思います。 

 現に今も答弁されましたが、各地区１箇所、

それも夜７時、それで主婦の方は来れるかど

うか、高齢者の方が来れるかどうかというこ

とを踏まえて、回数を増やすべきであったし、

場所もいろいろやっぱりやるべきではなかっ

たかと思うんです。 

 そういう意味では、これ審議会答申で出た

のはもうすごく前です。私が疑問を持ってい

ますのは、何で審議会が終わった時点ですぐ

やらなかったかということです。時間がなか

ったという問題じゃなくて、審議会が終わっ

てからだったら、もう何ぼでも時間はあった

んですよ。早くやれば、何箇所でも何時から

でもできたんですよね。その点、お聞きした

いと思います。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）確かに、審議

会の答申をいただきまして、それを広報に掲

載いたしました。見開き２面を使って詳細な

説明もさせていただきました。 

 それと、審議会の中には当然、学識経験の

委員もいらっしゃれば、市民公募、また、市

内各種団体の代表の方もいらっしゃいました。
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そういう意味では市民の参画を広く求めた結

果であろうとも思っておりますし、それを受

けてから、その答申の中にも、広報の中にも、

今年１月号ですか、詳細に値上げが必要だと

いうことを記載させていただいております。 

 ただし、値上げ幅、金額、時期につきまし

ては、これは委員会でもご説明させていただ

いておりますように、一方的に市民の方にお

知らせするのではなく、やはり議会制民主主

義でございますので、議会に諮った後に説明

に行くべきだと当時も思っておりましたし、

その結果として、委員会でもそういう指摘も

ありましたので積極的な説明会を開催したと

いう形で、当初から市民にお伝えしないでは

なくて、タイミングとしては審議会の結果は

お知らせいたしまして、また次の段階になっ

たときにはこういう動きをすべきだったと。 

 ただし、結果としては、６月の提案のとき

には間に合いませんでしたけども、その後に

すぐ説明会の段取りをさせていただいた、こ

ういう経過でございます。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）私、お聞きしたかった、

ちょっと説明いただきたいのは、審議会から

答申が出て大分になりますよね。審議会答申

後に市民の声を、意見を聞くという機会はあ

ったし、審議会はこういう答申が出されたん

だけど、市民の皆さん、どう思いますかとい

うことは、値上げ案が出ているわけではない

んですけども、意見を聞くことはできたと思

うんです。 

 これはそのとおりだとか、いや、これはち

ょっとひどいんじゃないかとか、そういう審

議会の内容を伝えてご意見を聞くことは、か

なり時間があったんです。審議会後、そうい

うことをやろうという考えはなかったのか、

なぜしなかったのか、お聞きしたいと思いま

す。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）先ほども申し

ましたように、広報でもお伝えしましたし、

それを受けまして、去年11月、12月ですか、

２回の折り込み、検針時の折り込みをさせて

いただいた。こういう形で市民の皆さまには

お伝えするという形を果たしたと考えており

ました。 

 ただし、その後に、今ご指摘いただきまし

たように、説明が足らないという形がありま

したので、地域、市内９箇所を回っての説明

会の開催には至った形でございます。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）説明会というのは直接

市民と顔を合わす場なんですよね。それを審

議会後にやっておけば、やっぱりいろいろ考

える時間もあったし、検討する時間もあった

と思うんです。 

 そういう意味では、私が質問していること

に答えておられないと思うんです。チラシを

配ったらもうそれで説明がいっているように

理解されているようですが、市民の皆さんは

そうじゃないんです。直接、自分たちの意見

を聞いてほしいということで思っておられた

と思うんです。 

 今回、継続審議になったと、その後に、見

方によっては、慌てて、これずっと計画どお

り説明会をされたという感じで、何かもう急

ぎ早にどんどん進めていったという感じで、

なかなか来れなかった方もたくさんおられま

す。 

 そういう意味で、どうして、繰り返します

が、答申が出たときにやっておけば混乱もな

かったし、ご意見をいろいろ聞くこともでき

たと思うんです。そうじゃなかった理由は何

かあるんですか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）答申が平成30
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年11月21日に審議会から市長宛てに出ており

ます。それを受けまして、申しましたように、

広報で見開き２面という形で詳細な説明をさ

せていただいておりました。あと、議会にも、

過去にも委員会等、何度も説明させていただ

いた経過がございますので、そういう意味で

は、折り込みも込みで市民の方にはお伝えで

きていたのかなという考えがありました。 

 それは、今となって、もっともっと意見を

聞く機会が積極的にあったんじゃないかと言

われれば、そういうこともやっぱり、以降考

慮して、こういう行政に取り組んでまいりた

いと思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）繰り返し聞きましたが、

そんなことでやっぱり、ある意味、混乱とい

うふうに見えるかもわかりませんけども、急

ぎ早にやった状況であったと思います。これ

で市民の声が聞けたかというたら、そうでな

いように私は思うです。 

 だからやっぱり、今回、重要な問題である

だけに、時間をかけて意見を聞くということ

をやれたはずなんですよね。だから、それを

やっぱり、これからもうそんなことがないよ

うに、慎重に市民の声を直接聞くという場を、

早く早くやっていくということが大事だし、

今回は私が今申し上げたように、チャンスは

あったんですよね、かなり半年も。だから、

やっぱりそういう意味では、ちょっと説明会

の持ち方が間違っていたと私は思います。 

 それで、お聞きします。 

 条例第７条では、「市長等は市政運営に関す

る情報について、速やかに、かつ分かりやす

く市民に提供することにより、市民との情報

の共有に努めます」と条文にあります。 

 市民生活にとって非常に重要な上下水道事

業の現状と問題についてという市民説明会が

ありました。ところが、会場でも意見が出て

おりましたが、市長が自ら出席して、市民の

生の声を直接に聞く絶好の機会だったと思い

ます。しかし、９回あった説明会に一度も市

長は出席していませんでした。 

 条例が４月から施行されているのに、市長

がなぜ出席しなかったのか、説明会で聞いて

いた方もおられました。そういう意味で疑問

を持っておられる市民も今でもたくさんおら

れます。そういう意味で、お答え願えたらと

思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）髙本議員の質問にお答

えします。 

 私も出ようかなと思ったんですけども、職

員のほうが、まず自分たちで説明をさせてく

れというようなこともありまして、私も行っ

てもよかったんですけども、そういうことも

あった中で、今回、職員に任せたというとこ

ろもあります。 

 ただ、条文にもありますように、今まで企

業会計という部分は、市民に対して負の部分

を全く示してこなかったんです。本来、私も

値上げをせんほうに動くほうがどれだけ楽か。

でも、このままいけば、橋本市の財政は企業

会計で潰れます。そういうことで、まず、職

員の水道のほうで説明に行ってもらって、今

の状況をきちんと説明してほしいということ

は伝えています。 

 先ほど説明もありましたけど、下水道は今

年もう、２億円のキャッシュ、お金が回らな

いことも決定しましたし、6,500万円のお金が

入ってこなくなっていますし、水道とて今度

30億円のお金を使い切ったら、もうキャッシ

ュが全然回らなくなりますし、逆に、災害対

応、これだけ大きな災害が起こっている中で、

ライフラインの一番重要な部分の水道の、も

う一度、修理、復活さすというのに、じゃ、
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お金をいくら置いておくのよというところも

これから考えていかなければならない。 

 水道に関しては、お金は確かに今持ってい

る。持っているけども、これとて浄水場の修

繕、例えばダウンサイジングのことであった

り、それも進めていかないと、将来の負担を

低く抑えていく方法というのを私は考えてい

かなあかんのかなと。 

 よく一般会計から繰り出したらええやんと

いう話がありますけど、今、うちの財政って、

職員の給料カットと、それから職員の削減と、

そういう中で何とか今、一般会計のほうは少

しよくなってきているけども、これも水道と

一緒で、この20年間にどれだけの投資が要る

かということを、髙本議員、考えたことがあ

りますか。 

 そのお金を私どもは、じゃ、もう一般会計

は一般会計で、これから少子高齢化の時代の

社会保障の部分であったり、あるいは逆に、

公共施設の老朽化という問題は避けて通れな

いんです。市民会館、教育文化会館、庁舎、

橋、道路。維持修繕なんてもう今、10億円ぐ

らいたまっているんです。それも今、充てる

お金がない、なかなか予算を増やすお金がな

い中で、そこを福祉も守っていかなあかんと

いう中で、市民の人にも一定の負担をしてい

ただくという考え方を持たないといけないと

いうことで、あえて私は一番しんどい道を選

んでいるんです。 

 今、水道はこんな状況ですよ、下水道はこ

んな状況ですよ、病院はもっとひどいですよ、

病院はこれからどうなるかわかりませんよと

いう状況なんです。だから、できるだけ市民

の皆さんにこの状況をわかってほしいという

ことで、今、提案もしながら進めているわけ

です。 

 でも、実際、この今の条例を、例えば否決

して先延ばししたところで、さらに市民の皆

さんの負担は、今10％でも次は30％、ここを

できなかったら30％上げらなあかんかわから

んのです。そのとき、あなた、責任とってく

れますか。 

 だから、僕は今、あえてそういう提案を、

僕はもう自分に非難が集中したらええと思っ

ていますし、このことを、やはり地域のライ

フラインを守っていくためには、多少しんど

いこともせなしゃあないんです。一番ええの

は情報を隠しといて、じゃ、もうここが限界

やから40％値上げしましょうかというのが一

番、それは私にとっては楽なことですし、税

金を上げていくというのも楽なことでしょう。 

 しかし、そんなことできへんじゃないです

か。やっぱり地域のライフラインは、これだ

け災害が多くなってくると、そこの部分もし

っかり考えていかないと。 

 これから歳入が減ってくるんです。もう税

金も減ってきているし、合併特例債も終わる

し、５年前の国勢調査で2,500人減っているん

です。じゃ、これは地方交付税がどれだけ減

るんよというところもありますし、そういう

中で、歳入のめどが全然立ってきていないと

ころに、これから私たちは、じゃ、行政とし

て、このまちが赤字再建団体にならないよう

にしないと、市民の皆さんの負担が上がる一

方なんです。その中で私どもはあえて提案を

させてもらっているんです。 

 だから、下水道は否決されましたけど、じ

ゃ、このお金をこれからどうつくっていくの

か。銀行から一借してやっていくのか、何か

方法があるのか、そういうことも含めて、条

例を決めていただくのは、提案は私ですけど

も、議会が決めていただくことになりますの

で、例えばできなかったら、次はどんな方法

があるのかというのを私どもは考えていかな

あかん。 

 そうなると、一般会計から結局繰り出さな
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あかんのやったら、一般施策にも影響が出て

くると思いますし、だから、そこの部分は守

っていきたいから、今、あえてこういうとこ

ろというのをやっていっています。 

 はぐくむ条例とすぐ言いますけども、はぐ

くむ条例は、これからのまちづくりについて

地域の皆さんで考えてくださいよというねら

いがあるんです。例えば、城山台の高齢化率

は42％です。三石台だったら18％ぐらいでし

ょう。そうしたら、同じことができますか。

同じ地域で、これから本当に高齢化が進む中

で、どんなまちづくりをしていくというのを

皆さんに考えてほしいというねらいで、この

はぐくむ条例というのをつくりました。介護

でもそうです。買い物支援でもそう。その地

域に合った部分をやっぱり考えていかなあか

んのかなということでやっています。 

 料金値上げとか、その部分を市民に委ねる

ことは、賛成の人もあれば反対の人もいてま

す。でも、その中で最終判断をするのは私な

んです。将来の橋本市のことを考えたら、一

定の負担もお願いしないと、税収がどんどん

下がってくる中で、交付税もどんどん下がっ

ていく中で、何ができるのかという将来のこ

とも考えらんと、今さえよければええやった

ら、それでええと思います。本当に、今度い

きなり30％、40％の値上げを飲んでください

と言うて、皆さん賛成してくれますか。 

 そういうことも含めて、まず、１回目の手

を打っていきたいということで、私は、水道

料金について、下水道料金については、それ

は市民に委ねるのではなくて、私が判断して、

次の改選期に、それが問題や、だめやと言う

んやったら、落としていただいたらええわけ

ですよ。 

 もうそれぐらいの覚悟を決めて私は仕事を

していますので、はぐくむ条例とかというふ

うな、何か都合のいいように引っかけている

ようにしか思えれへんので、私としてはでき

るだけ、これから、今まで出してこなかった

負の部分の情報も出していきたいと思います

し、それをまた市民の皆さんにも聞いて、情

報を伝達していきたいというふうにも思いま

す。今、私、敬老会とかへ行っていますけど、

そこでも、何で値上げするんかという話を、

直接、地域の人たちとも話をしています。 

 私も別に逃げているわけでもないですよ。

よく共産党の元議員が５億円を病院に貸し付

けているのは問題やと言うてるけど、それっ

て使えへんお金やから病院に貸し付けて、何

とか今、病院の経営を維持しようとしている。

キャッシュフローを守ろうとしているんです。 

 その辺のこともありますので、ほんまに、

私はそういうふうに思っていますので、ぜひ

ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）今、市長が答弁いただ

いた内容は、それほど深刻な重要な問題であ

ったら、水道当局が自分たちでやると言うた

とき、押しのけて、やっぱり私が説明します

と言うべきじゃなかったんですか。何で市長

自ら、９回もあった説明会に行かなかったん

ですか。私はその理由を聞いているんです。

今の答弁はそうじゃなかったように思うんで

すが、いかがですか。 

○議長（土井裕美子君）市長。答弁は簡潔に

お願いいたします。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）それについてはおわび

せなあかん部分もあると思いますけども、た

だ、まず、職員たちできちっと説明をしてい

きたいというふうに言ってくれたので、一旦

はひきます。これからまたそういう機会があ

れば出ていきたいと思いますし、その対応は

していきたいと思います。今後の値上げに対

しては、十分な説明はしていきたいというふ
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うに思っています。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）これからというよりも、

今回はすごく、今、市長がおっしゃったよう

に、相当深刻な問題で、市民にそれだけ深刻

な問題を理解していただかなあかんという意

味では、本当に自分から進んで、９回もあっ

た説明会にただの一度も行かなかったという

のは、どうも、市民から疑問が出ているし、

理解できないというふうになっているんです。

これからじゃなくて、こんな重要な問題をそ

ういうふうにしてこれから続けられるんじゃ

あ本当に困ったものだと私は思うんです。 

 そういう意味で、明快にちょっとおっしゃ

っていただきたいと思うんですけど。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）そういうご批判はいく

らでも受けます、私。それを覚悟でやってい

るんです。じゃ、逆に、私から言わせてもら

ったら、あなたはそういう危機感がないんで

すか。 

○議長（土井裕美子君）市長、反問権はまだ

本会議では使えません。 

○市長（平木哲朗君）そういうことなので、

私いくらでも、これから、市長室でも市民の

人と会うようにもしますし、これからそうい

う機会の場があれば、市民の人ともお話しし

たいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）ぜひ市民の声を直接聞

いていただきたいと思います。 

 この間、この問題で、水道問題を考える会

から行政に対していろいろご意見を聞きたい

ということで懇談を申し入れましたが、いろ

いろご都合があって会ってくれなかったとい

うことがありましたので、もうそのことを申

し上げて、やっぱり本当に進んで市民の声を

直接聞くという姿勢を、何でもいろんなこと

に対してそういう姿勢で臨んでいただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さんの一

般質問は終わりました。 

                     

○議長（土井裕美子君）これにて一般質問を

終結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

（午後０時４分 散会） 

                                          

 


